
日
夏
耿
之
介
の
『
小
説

竹
枝
町
巷
談
』
は
、
昭

和
３１
年
４
月
に
的
場
書
房

か
ら
「
明
治
調
和
装
特
別

帙
入
」
の
限
定
３
０
０
部

で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
後
、

昭
和
５３
年
に
完
結
し
た
河

出
書
房
新
社
版
『
日
夏
耿

之
介
全
集
』
の
第
８
巻
に

も
「
小
説
」
と
し
て
収
載

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
黄

眠
先
生
の
甥
に
当
た
る
松

岡
耿
介
が
、
先
生
の
２３
回

忌
に
何
か
残
そ
う
と
、
黄

眠
先
生
自
身
が
書
き
入
れ

（
校
正
）
を
し
た
的
場
書

房
本
を
底
本
に
、
河
出
書

房
新
社
本
や
、
自
身
が
参

加
し
た
読
書
会
な
ど
の
知

見
を
盛
り
込
ん
だ
『
増
補

新
訂
版

自
伝

竹
枝
町

巷
談
』（
平
成
９
年

南
信

州
新
聞
社
）
を
出
版
し
て

い
る
も
の
の
、
全
国
出
版

の
単
行
本
や
文
庫
本
と
し

て
一
般
に
再
版
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
は
、
文
語
体
・

戯
作
風
小
説
と
い
う
一
時

代
前
の
表
現
、
さ
ら
に
漢

語
や
黄
眠
先
生
独
特
の
言

い
回
し
や
用
語
・
宛
字
な

ど
の
多
用
、
現
実
の
町

「
知
久
町
」
を
「
竹
枝

町
」
と
表
記
す
る
よ
う

に
、
実
在
し
た
人
物
も
場

所
も
匿
名
に
す
る
な
ど
の

韜
晦
が
あ
り
、
取
り
付
き

に
く
い
、
読
み
づ
ら
い
も

の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

加
え
て
、
的
場
書
房
版
３

０
０
部
と
い
う
少
部
数
も

災
い
し
て
認
知
度
が
低

く
、
し
た
が
っ
て
高
価

で
、
郷
土
の
人
で
も
読
む

人
は
少
な
い
よ
う
だ
。

が
、
し
か
し
、
こ
の
本

は
、
黄
眠
先
生
１２
歳
か
ら

１３
歳
頃（
明
治
３４
〜
３５
年
）

の
飯
田
の
町
を
主
な
舞
台

に
し
た
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク

な
日
夏
版
「
た
け
く
ら

べ
」「
母
を
恋
う
る
記
」
で

あ
っ
て
、
丁
寧
に
読
め

ば
、
黄
眠
先
生
の
愛
し

た
、
今
は
な
き
飯
田
の
町

並
や
そ
こ
に
息
づ
く
人
々

が
彷
佛
と
し
て
く
る
ば
か

り
で
な
く
、
樋
口
家
を
中

心
に
、
樋
口
家
に
繋
が
る

座
光
寺
掛
野
北
原
家
や
鼎

の
中
島
家
、
若
松
屋
林

家
、
安
東
欣
一
郎
、
柳
田

直
平
・
國
男
・
日
榮
萬
之

助
・
羽
生
永
明
・
樋
口
龍

峡
・
島
崎
春
樹
・
北
原
阿

智
之
助
な
ど
伊
那
谷
の
歴

史
や
文
化
に
繋
が
る
、
興

味
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
物

が
仮
名
で
は
あ
る
が
登
場

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

出
版
時
こ
の
本
に
挟
ま

れ
た
チ
ラ
シ
「
巷
談
由

来
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
原

稿
は
「
昭
和
二
十
年
乙
酉

十
二
月
、
兵
火
を
避
け
て

信
州
飯
田
に
遁
れ
た
る

砌
、
ま
こ
と
や
国
破
れ
て

山
河
の
譬
、
す
ず
ろ
に
心

魂
に
徹
し
て
寂
し
さ
や
る

方
な
き
が
ま
ま
、
わ
が
稚

な
き
、
此
の
追
憶
に
仮
染

の
小
説
の
形
摂
り
て
（
中

略
）
み
閑
な
る
余
り
日
夜

筆
を
可
し
、
さ
て
二
十
日

許
り
に
し
て
了
へ
た
り
し

か
」
と
あ
り
、
黄
眠
先
生

が
添
夫
人
の
縁
戚
に
連
な

る
金
澤
岩
根
宅
「
凝
花
村

舎
」
の
離
れ
「
雪
後
庵
」

で
二
十
日
ば
か
り
で
書
き

上
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
「
巷
談
由

来
」
に
は
「
版
元
一
敗
地

に
塗
れ
、
い
つ
し
か
十
年

旧
の
文
屋
が
筐
中
に
眠
り

た
る
が
、
此
度
志
あ
る
書

坊
出
て
古
き
浮
世
の
紙
型

を
其
ま
ま
採
り
用
ゐ
て
世

に
出
る
ゆ
く
り
か
の
運
び

と
は
な
り
し
な
れ
」
と
あ

り
、
１０
年
前
の
原
稿
が
陽

の
目
を
み
る
喜
び
を
「
戯

作
者
の
ひ
そ
み
に
な
ら
っ

て
」「
黄
眠
草
衣
」
の
名
前

で
自
身
「
巷
談
由
来
」
と

い
う
か
た
ち
で
口
上
を
申

し
述
べ
た
の
だ
ろ
う
と
、

寺
田
透
は
増
補
新
訂
版
に

書
い
て
い
る（『
竹
枝
町
巷

談
』
読
後
）。つ
ま
り
は
、

疎
開
先
の
郷
里
で
執
筆
さ

れ
た
が
、
出
版
社
側
の
事

情
で
眠
っ
て
い
た
も
の
が

１０
年
後
に
陽
の
目
を
み
た

本
で
あ
る
。
そ
の
装
幀
制

作
を
委
任
さ
れ
た
の
が
、

黄
眠
先
生
の
高
弟
で
、『
東

京
文
学
散
歩
』
の
詩
人
・

野
田
宇
太
郎
で
あ
っ
た
。

出
版
後
、
記
念
と
し
て
そ

の
原
稿
を
授
与
さ
れ
た
野

田
は
晩
年
、
そ
の
原
稿
を

手
放
す
こ
と
に
な
る
。
紆

余
曲
折
を
経
て
原
稿
を
買

い
取
る
こ
と
に
な
っ
た
原

彰
一
に
宛
て
て
、
原
稿
を

製
本
し
た
そ
の
裏
表
紙
に

原
稿
譲
渡
の
経
緯
を
書
き

記
し
た
。
そ
こ
に
は
「
こ

の
草
稿
が
将
来
の
飯
田
の

文
運
隆
盛
の
母
体
と
な
る

こ
と
と
先
生
の
詩
魂
を
そ

の
故
郷
に
鎮
め
る
こ
と
を

念
じ
て
」「
後
学
の
詩
徒

野
田
宇
太
郎
記
」
と
認
め

て
あ
る
。

巡
り
巡
っ
て
、
今
、
美

術
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
の
黄
眠

先
生
の
原
稿
は
果
た
し
て

「
飯
田
の
文
運
隆
盛
の
母

体
」
と
な
り
得
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
？

も
う
す
ぐ

６
月
１３
日
。
４４
回
目
の
黄

眠
忌
で
あ
る
。
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